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実

冨

周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絶
対

主
義
町
出
現
に
か
ん
す
る
彼
ら
の
見
解
を
定
式
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
つ

ね
に
フ
ラ

Y
ス
を
念
扇
に
お
い
て
い
た
ロ
プ
ラ

γ
ス
は
、
階
級
闘
争
が
典

型
的
な
か
た
ち
で
闘
わ
れ
、
政
治
形
態
が
も
っ
と
も
明
瞭
な
か
た
ち
で
あ

ら
わ
れ
た
固
で
あ
っ
た
。
絶
対
主
義
は
、
プ
ラ
V
ス
に
お
い
て
古
典
的
な

か
た
ち
で
出
現
し
た
の
で
あ
る
(
ル
イ
一
一
世
の
時
期
)
。
ソ
ビ
エ
ト
の
す

第
八
十
二
巻

三
笠
四

第
丘
町
弓

71 
ノl

ぐ
れ
た
歴
史
家
ベ
・
エ
フ
・
ポ
ル
シ
ネ
ア
(
ア
カ
デ
ミ
ー
会
良
、
モ
ス
ク

ワ
大
学
教
授
〉
は
、
一
七
世
紀
に
そ
の
最
盛
期
を
ほ
こ
っ
た
こ
の
フ
ラ
ン

ス
絶
対
主
義
の
反
人
民
的
な
性
格
を
、
ぞ
の
著
書
寸
ブ
ロ
ン
ド
以
前
の
ア

ラ
ン
ス
に
担
け
る
人
民
運
動
」
〔
一
ー
九
四
八
年
)
に
お
い
て
、
豊
需
な
史

料
を
も
ち
レ
て
見
事
に
え
ぐ
り
だ
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
賞
を
う

け
た
こ
の
著
書
、
お
よ
び
、
そ
の
他
に
お
け
る
彼
の
方
法
論
は
、
そ
の
後
、

ソ
ビ
エ
ト
の
歴
史
家
た
も
の
あ
い
だ
で
鋭
い
批
判
を
う
け
た
。
こ
こ
に
紹

介
す
る
ス
カ
ス
キ

y
の
論
文
は
、
一
九
五
一
年
一
月
に
モ
ス
ク
ワ
大
学
歴

史
学
部
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
討
論
で
の
彼
の
報
告

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
彼
の
編
集
し
た
論
文
集
「
中
世
ヨ

1
ロ
y

ハ
史
論
」

(
一
九
五
七
年
)
に
お
け
る
冒
頭
の
論
文
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
カ
ス
キ
ン
教
援
は
、

γ
同
盟
科
学
院
準
会
員
で
あ
り
、
ぞ
ス
グ
ワ
大
学

に
つ
と
め
、
ソ
同
盟
科
学
院
歴
史
研
究
所
機
関
誌
『
歴
史
の
諸
問
題
』
の

編
集
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ス
カ
ス
キ
ン
は
、
ョ

l
ロ
v
ハ

農
業
史
、
農
民
史
を
専
攻
し
、
L

乙
く
に
、
「
再
版
農
奴
制
」
の
問
題
で
す

ぐ
れ
た
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
封
建
的
所
有
の
本
質

規
定
、
封
建
社
会
白
基
本
的
経
済
法
則
を
め
ぐ
る
討
論
に
h

ぬ
い
て
は
、
伎

は
、
ポ
ル
シ
ネ
フ
に
た
い
す
る
指
噂
的
な
批
判
者
で
あ
っ
た
。
ス
カ
ス
キ

ン
の
こ
り
論
文
は
、
「
絶
対
だ
義
論
」
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
「
ポ
ル
シ

ネ
フ
理
論
」
を
基
本
的
に
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
寸
ル
イ
ボ
ナ
パ
ル
?
の
プ
リ
ュ
メ

i
ル
一
八
日
』
の
「
第
三
版

。
序
文
」
に
お
け
る
エ

Y

ゲ
ル
ス
の
指
摘
弓
選
集
』
第
五
巻
、
四



二
六
ペ
ー
ジ
〕
を
、
参
照
せ
よ
。

ω
ポ
ル
シ
ザ
プ
司
フ
む
こ
り
有
名
な
苦
評
に
つ
い
て
は
、
河
野
健
二
「
絶

対
主
義
の
百
枚
討
」
『
思
想
=
一
一
九
主
三
年
第
二
号
を
参
照
せ
よ
。

ボ
ル
シ
不
フ
白
「
階
級
附
争
前
」
に
た
い
す
る
批
判
と
し
て
は
、
イ

ェ
・
ァ
・
コ
ス
ミ

γ
ス
キ
l

「
封
建
時
代
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
問

l
九
O
へ
!
ジ
〕
を
参
照
せ
よ
。

ω
ユ
ム
エ
ヌ
メ
イ
マ
ン

l
エ
ス
・
一
ア
・
ス
カ
ス
キ
シ
「
封
建
的

構
成
体
の
某
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
て
」
ハ
『
封
建
社
会
の
基
本
法

則
』
、
一
コ
一
一
一
一

l
一
八
八
へ

1

3
〕
合
参
照
せ
止
。

ス
カ
ス
キ

γ
は
、
「
絶
対
王
政
は
、
国
家
の
一
定
白
形
態
で
あ
る
」
と

.

.
 、
.
、
.
、
.
、
、

規
定
し
、
ま
ず
、
国
家
の
本
質
の
問
題
か
ら
は
じ
め
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

マ
ル
グ
ス
・
レ
ニ
ン
主
義
古
典
学
者
は
、
医
家
を
、
階
級
的
強
制
機
関

と
L
て
考
察
し
て
い
る
。
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
ぷ
抵
抗
、
私
有
財
産
、
お
よ
び

国
家
の
起
源
』
に
お
け
る
古
典
的
な
規
定
[
国
民
文
昭
版
、
一
一
一
一
一
ペ
ー

ジ
〕
、
お
よ
び
、

ν

ユ
γ
の
『
国
家
と
革
命
』
、
そ
の
他
か
ら
あ
き
ら
か

、
.
.
.
 

な
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
国
家
を
、
「
支
配
階
級
の
、
し
か
も
、
つ
ね
に
一

』-‘、
.
.
 

つ
の
階
級
円
独
裁
l
l
こ
の
支
配
階
級
白
諸
部
分
が
、
出
身
の
点
で
ど
白

よ
う
な
、
も
の
で
あ
る
に
せ
よ

1
ー
と
し
て
」
〔
傍
点
は
紹
介
者
〕
、
考
察
し

て
い
る
。
と
れ
は
、
「
絶
対
主
義
の
本
質
な
ら
び
に
階
般
的
本
性
と
い
う

わ
れ
わ
れ
の
一
課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
重
要
で
あ
る
」
0

マ
ル
ク
ス
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
分
業
が
あ
ら
わ
れ
る
や
い
な
や
、
各

人
は
、
彼
に
お
し
つ
け
ら
れ
て
、
彼
が
そ
れ
か
ら
ぬ
け
だ
す
こ
と
が
で
き

な
い
、
自
分
。
一
定
。
排
他
的
活
動
範
聞
を
獲
得
す
る
。
彼
は
、
猟
川
、

漁
夫
あ
る
い
は
牧
人
、
も
し
く
は
、
じ
つ
に
批
判
的
批
判
家
で
あ
っ
て
、

も
し
彼
が
、
生
活
の
手
段
を
う
し
な
う
ま
い
と
す
れ
ば
、
あ
い
か
わ
ら
ず

こ
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
@
社
会
活
動
の
こ
の
よ
う

な
固
定
也
、
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
を
支
配
し
、
わ
れ
わ
れ
の
手
に
は
担
え

ず
、
わ
れ
わ
れ
の
期
待
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
あ
て
を
は

ず
ら
す
な
ん
ら
か
の
物
質
的
な
力
へ
の
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
生
産
物
の
固

定
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
発
展
に
お
け
る
主
巣
な
契
機
の
一
つ
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
個
人
的
利
害
と
共
同
的
利
害
と
の
あ
い
だ
の
こ
の
矛
盾
に

.、

よ
っ
て
、
こ
の
共
同
的
利
害
は
、
国
家
の
か
た
ち
で
、
個
別
お
」
ぴ
共
同

の
現
実
的
利
害
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
た
自
立
し
た
形
態
、
そ
し
て
そ
れ
と

と
も
に
、
幻
想
防
共
同
性
と
い
う
形
態
が
と
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ζ

れ
は
、
つ
ね
に
、
現
実
的
な
基
礎
の
う
タ
に
た
っ
て
、
諸
附
級
の
利

害
の
う
え
に
た
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
諸
階
殻
は
、
ー
ー

分
業
の
結
果
と
し
て
す
で
に
制
約
き
れ
て
お
り

1
l、
こ
の
よ
う
な
人
間

的
結
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
に
孤
立
化
し
、
そ
し
て
、
こ
の
諸
階
級
む
な

か
の
一
つ
が
、
他
の
す
べ
て
の
階
般
を
支
配
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
結
論
が
で
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
内
部
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

闘
争
|
|
民
主
制
、
貴
族
制
、
そ
し
て
君
主
制
の
あ
い
だ
の
闘
争
、
選
挙

権
な
ど
の
た
め
の
闘
争
、
そ
の
他
ー
ー
は
、
い
ろ
い
ろ
ち
が
勺
た
階
級
相

互
の
現
実
的
闘
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
さ
い
の
、
幻
想
的
形
態
以
外
の
な
に

エ
ス
，
デ
・
ソ
ハ
カ
ス
キ
ン
「
困
ヨ

l

ロ
ザ
パ
に
お
け
る
絶
対
主
義
の
珂
題
」
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エ
ス
・
デ
・
ス
カ
ス
キ
ン
「
西
E

l

p

ヅ
パ
に
お
け
る
絶
対
主
義
の
問
題
」

も
の
で
も
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
こ
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論

が
で
て
く
る
u

す
な
わ
ち
、
支
配
を
め
ざ
す
階
級
は
い
す
れ
も
、
自
分
の

利
害
か
や
は
り
ま
た
一
般
的
な
も
の
と
し
て
提
起
す
る
た
め
に
は
、

な
に
よ
り
も
ま
ず
、
政
治
権
力
を
和
ゆ
い
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〔
『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
]
戸
、
国
民
文
時
版
諦
一
冊
、
三
回

i
一
ニ
五
ペ
ー
ジ
、

訳
文
は
ロ
シ
ア
語
の
テ
キ
ス
か
ら
〕
。

「
も
し
一
般
的
利
害
と
い
う
そ
れ
の
幻
想
を
〉
一
も
な
っ
た
国
家
の
出
現

を
条
件
づ
け
る
現
実
的
利
害
が
、
階
般
に
統
一
k

さ
れ
た
人
び
と
り
現
実
的

利
害
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
お
な
じ
仕
組
に
も
色
づ
い
て

階
般
社
会
に
お
け
る
諸
階
級
を
形
成
す
る
こ
の
共
同
的
利
害
も
ま
た
、
階

級
の
一
般
的
利
害
が
、
こ
の
階
級
を
構
成
す
る
人
物
の
個
人
的
利
害
か
ら

疎
外
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
諸
単
位
の
内
部
で
は
、
す
な
わ
ち
、
そ

の
諸
矛
府
の
結
合
と
し
て
そ
れ
ら
の
敵
対
関
係
か
ら
階
級
社
会
が
形
成
き

れ
る
諸
階
級
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
で
は
、
個
人
的
利
害
の
実
践
的
闘
争
は
、

階
級
が
階
級
に
た
い
し
て
対
立
す
る
基
礎
を
な
す
一
般
的
な
も
の
を
と
り

は
ず
す
。
こ
の
た
め
、
支
配
階
級
は
、
そ
の
搾
取
、
す
な
わ
ち
、
階
扱
全

体
に
L

乙
つ
て
の
共
同
的
利
害
を
ま
も
る
た
め
に
は
、
自
分
の
社
会
的
な
権

力
を
、
自
己
か
ら
駄
外
さ
れ
た
形
態
と
し
て
、
寸
な
わ
ち
、
強
制
機
関

l
lそ
し
て
そ
れ
と
を
も
に
、
一
つ
の
階
級
の
、
す
な
わ
ち
、
支
配
階
級

の
独
裁
機
関
1
ー
と
し
て
の
国
家
と
し
て
、
表
現
せ
ざ
る
を
与
え
な
い
の
で

あ
る
」
。
レ
l

ニ
ン
が
「
回
家
と
革
命
』
〔
国
民
宝
庫
版
、
去
三
五
四
ペ

ー
ジ
、
参
問
〕
の
な
か
で
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
一
つ
の
階
級
の
独

第
八
十
一
巻

一
五
六

第
五
号

。

裁
は
、
政
治
形
態
の
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家

l
l

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
な
か
に
封
建
国
家
を
も
ふ
く
め
る
ー
ー
ー
の
本
質
に
よ

こ
た
わ
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
封
建
国
家
1
1
1
封
建
的
・
絶
対
主
義
的
王

政
を
も
ふ
く
め
て
|
|
叩
基
礎
は
、
封
建
的
問
主
階
級
の
独
裁
で
あ
る
」
。

』、.‘、.、‘
.. 
、、.‘‘.‘
.. 
、、、
.
.
.
 』
、
.
、
‘
、
圃
』
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
』
、
.

し
た
い
が
か
つ
て
、
絶
対
主
義
の
問
題
点
は
、
国
家
に
か
ん
す
る
マ
ル
タ
ス
・

.

.

.

.

.
 、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
司
、
、
}
園
、
、
、
、
‘
.
‘
.
、
、

レ
l
ニ
ン
主
義
古
典
学
者
の
こ
の
上
う
な
一
般
的
学
説
の
領
域
に
よ
こ
た

、
、
、
、
、
、

.

.
 、
、
、
、
.
、
、
.
、
.
‘
.
、
、
‘
、
、
.
、
.
、
.
、
.
.
 、.

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
国
家
が
階
級
的
抑
圧
機
関
で
あ
り
、
一
つ
の

、、.‘
.. 
与、.
.
 、、.、、.司、‘、.-.. 
、、』、.‘、.、、.‘‘.』、
.
.
 、、.、‘、.、、』
.. 
』、.、

階
扱
の
独
裁
形
態
で
あ
る
と
い
う
と
司
し
と
レ
シ
と
，
ι」
は
、
マ
作
グ
ス
主
義
の
立
場
に
た

』-
.
.
 、
、
.
‘
.
、
.
、
、

.

.
 、
、
.
、
、
.
、
.
、

っ
か
ぎ
り
、
ま
勺
た
く
あ
き
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
ス
カ
λ

キ
ン
に
よ
れ

ば
、
「
絶
対
王
政
の
問
題
の
本
質
は
、
封
建
国
家
の
特
殊
的
な
形
態
と
し

て
の
絶
対
主
政
が
、
「
農
奴
的
最
民
を
隷
崩
き
せ
抑
圧
す
る
た
め
の
貴
族

周
の
道
具
L

と
し
て
役
だ
っ
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
診

す
な
わ
ち
、
絶
対
主
義
の
も
と
で
の
強
制
装
置
が
、
支
配
階
級
自
体
ー
ー

絶
対
主
義
は
、
彼
ら
の
利
害
を
ま
も
り
、
彼
ら
の
利
害
の
表
現
で
あ
る

ー
ー
の
側
に
た
つ
の
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
か
、
と
い

う
点
に
あ
る
」
。
「
し
た
が
り
て
、
絶
対
王
政
の
問
題
は
、
強
制
装
置
と
L

て
の
、
そ
し
て
、
た
だ
統
治
す
る
と
と
に
だ
け
従
事
し
、
統
治
の
た
め
に

は
、
強
制
し
て
他
入
の
意
志
を
暴
力
に
服
従
さ
世
る
特
殊
な
装
置
を
必
要

主
ず
る
特
殊
な
人
間
集
団
と
し
て
の
国
家
が
、
そ
の
機
能
の
点
で
も
っ
と

も
大
き
な
独
自
性
を
う
る
の
は
、

r
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
で
あ
り
、

ま
た
、
封
辿
的
構
成
体
発
展
の
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
条
件
の
も
と
に
お
い

て
で
あ
る
か
、
、
と
い
う
問
題
に
口
附
着
す
る
」
。
マ
ル
グ
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス



は
、
ま
き
に
r

」
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
問
題
を
提
起
し
た
り
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
な
視
角
に
た
っ
て
、
ス
カ
ス
キ
ン
は
、
『
家
族
、
私
有
財
産
、

h
m
よ
ぴ
国
家
の
起
源
』
〔
国
民
文
庫
版
、
一
一
二
三
-
二
四
ペ
ー
ジ
〕
、

『
住
宅
問
題
』
〔
『
選
集
』
第
二
一
巻
、
一
凹
七

l
一
四
八
ペ
ー
ジ
〕
、
守
ト

イ
ツ
農
民
戦
争
』
〔
『
選
集
」
第
一
六
巻
、
七
八
ペ
ー
ジ
〕
、
『
共
産
党
宣

言
』
[
『
選
集
』
第
二
巻
、
四
九
二
ペ
ー
ジ
〕
、
お
よ
び
「
道
徳
的
批
判
と

批
判
的
道
徳
』
〔
『
忍
集
」
第
令
一
巻
、
七
一
ペ
ー
ジ
〕
を
検
討
し
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
こ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル

ス
は
、
封
建
的
君
主
制
が
封
建
的
絶
対
主
義
的
王
政
に
転
化
す
る
条
件

と
し
て
、
フ
作
ジ
ョ
ア
ジ
の
存
在
を
い
た
る
ー
と
こ
ろ
で
強
調
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
の
(
『
道
徳
的
批
判
と
批
判
的
道
徳
」
か
ら
の

l
i紹

介
者
)
引
用
文
か
ら
、
無
条
件
的
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
が
で
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、
問
題
は
、
一
一
ハ
一
八
世
胞
に
お
け
る
ヨ

l
ロ
ァ
パ
社
会
白

資
本
主
義
的
発
展
の
過
程
で
階
級
と
し
て
形
成
さ
れ
る
、
近
代
的
プ
ル
ジ

コ
ア
ジ

l
に
存
在
す
る
り
で
あ
る
」
。

レ
ー
ュ
ン
は
、
絶
対
主
義
に
つ
い
て
は
、
主
ー
と
し
て
ロ

γ
ア
の
具
体
的

現
実
、
と
む
す
び
つ
い
た
意
見
を
、
の
ベ
て
レ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
出
発
し
た
も
の
と
原
則

的
に
は
お
な
じ
命
題
か
ら
、
出
発
し
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
レ

l

ユ
ン

は
、
ロ
ジ
ア
絶
対
主
義
に
つ
い
て
、
プ
ル
ジ
豆
ア
的
・
ポ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ

ム
的
性
格
(
絶
対
主
義
を
え
吐
立
憲
的
形
態
で
隠
蔽
す
る
プ
作
ジ
豆
ア
的

君
主
制
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
古
い
農
奴
制
的
専
制
)
を
、
指
摘
し
て
い
る

エ
ス
'
デ
・
久
カ
ス
キ
ン
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
絶
対
主
義
の
問
題
l

日
全
拒
』
第
一
五
巻
、
一
二

O
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
〕
1。

、
、
.
、
‘
、
.
.
 、、.』、.、』、.、、.、.、、‘‘.』、.』、.』
... 

「
だ
か
ら
、

7

札片W
夕マ只ハ

ν

ニ
ン
主
義
の
創
始
者
た
ち
は
、
絶
刻
主

‘、.』
.. 
‘
、
、
、
、
、
、
、
』
、
.
.
 、』、.』、.、、、
.. 

裁
出
現
の
条
件
に
つ
い
て
の
ベ
る
に
あ
た
つ
て
は
、
「
近
代
的
ブ
ル
ジ
ョ

ア
階
扱
L

の
存
在
を
こ
の
よ
う
な
も
り
と
し
て
(
貴
族
同
の
均
街
物
と
し

、‘
.. 

、、』、.、‘、.

て
|
|
柄
介
者
)
胡
担
円
担
品
阿
し
、
し
か
も
こ
り
ぽ
あ
い
、
封
建
社
会
の
敵
対
者

、
‘
.
、
、
、
.
、

.

.
 、
司
、
、
.
、

.

.
 、
.
、
.
、
、

的
階
級
、
寸
な
わ
ち
、
農
民
層
に
つ
い
て
は
一
言
も
の
べ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
下
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
根
拠
の
あ
る
理
由
に

、
、
、
.
、
、
.
、
.
』
.. 

、、.、、、.、、.、、
.
.
.
 、

も
と
づ
い
て
い
る
。
絶
対
主
義
の
問
題
は
、
そ
れ
の
完
全
な
か
た
ち
に
お

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
.
 

げ
る
、
国
家
の
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
強
制
装
置
と
し
て
の
、
ま
た
、

階
扱
的
強
制
の
機
能
を
直
接
遂
行
す
る
人
び
主
の
総
体
と
し
て
の
国
家
が
、

‘
.
、
、
、
.
、
.
、
、
.
‘
.
、
、

両
方
の
階
級
に
た
い
し
亡
(
こ
の
ば
あ
い
で
は
、
貴
族
問
と
プ
ル
ジ
ョ
ア

、
、
‘
、
、

.

.
 ‘
曹
、
.
‘
、
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、

ジ
l
t
に
た
い
し
て
)
二
品
の
独
向
性
を
一
時
的
に
う
る
の
は
な
ぜ
で
あ

.
、
、
、
、

.

.
 、
.
、
、
‘
、
.
、
、
、

.

.

.

.
 、

る
か
、
と
い
う
問
題
に
た
い
す
る
同
答
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

あ
ら
ゆ
る
国
家
は
、
一
定
。
階
級
の
機
関
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
政
治
的
上
部
構
造
の

l
lそ
し
て
、

日
分
の
階
級
に
た
い
す
る

l
!
一
定
の
独
自
位
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
ば

あ
い
、
国
家
は
、
い
う
ま
で
も
な
〈
、
被
搾
取
階
綾
を
抑
圧
し
お
さ
え
つ

け
る
た
め
の
、
こ
の
階
級
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
や
め
な
い
。
こ
白

ば
あ
い
、
絶
対
主
義
(
一
般
に
は
、
支
配
階
級
自
体
に
た
い
す
る
、
支
配

階
級
の
強
制
装
置
白
一
定
の
独
自
性
)
の
条
件
と
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

強
調
し
て
お
く
の
は
、
わ
れ
わ
れ

r
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
支
配
階
級
に
対
立
し
て
い
る
が
、

L
か
し
敵
対
し
て
は
い
な
い

第
八
十
二
巻

第
五
号

ー」/、

ユ『
t二



エ
λ

・
デ
・
ス
カ
ス
キ

γ
「
西
三
!
ロ
γ

パ
に
お
け
る
抽
対
主
義
O
問
題
」

他
の
階
級
が
存
在
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
支
配
階
級
は
、
こ
の
階
級
と
い

っ
し
ょ
に
な
ョ
て
、
被
搾
取
階
級
に
た
い
す
る
き
ち
が
い
じ
み
た
闘
争
を

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
、

E
い
う
こ

ιで
あ
る
。
絶
対
王
政
の
古
典
的

時
期
と
し
て
事
態
が
ま
さ
に
こ
り
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
は
、
二
ハ

一
八
世
紀
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
貴
族
層
主
プ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
と
の
利
害
の
一
定
の
対
立
は
、
国
家
が
そ
の
作
用
に
お
け
る
最
大
限

の
独
自
性
を
え
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
両
方
の
階
級
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
、
農
民
層
、
手
工
業
者
、
そ
し
て
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ト
を
搾
取
す
る
可
能
性
を
、
保
障
L
t
の
で
あ
る
」
〔
冊
点
位
和
介
者
〕
。

ス
カ
ス
キ
ン
は
、
基
本
的
に
は
、
以
上
の
べ
た
よ
う
な
考
え
か
た
に
も

左
づ
い
て
、
ポ
ル
シ
ネ
ア
を
批
判
す
る
。

ポ
ル
シ
ネ
フ
は
、
国
家
は
陪
殻
的
抑
圧
機
関
で
あ
る
と
い
ラ
、
マ
ル
ク

ス・

ν
l
ニ
ン
主
義
古
典
学
者
の
基
本
的
な
考
え
か
た
か
ら
出
発
し
な
が

ら
も
、
を
れ
と
同
時
に
、
国
家
形
態
の
変
化
を
、
階
級
闘
争
の
緊
張
の
度

令
の
変
化
だ
け
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
ポ
ル
シ
ネ
フ
に
よ
れ
ば
、
「
あ
ら

ゆ
る
階
級
社
会
に
お
け
る
階
級
闘
争
は
、
い
つ
も
(
構
成
体
自
体
の

発
展
と
平
行
し
て
〉
発
展
す
る
か
ら
、
固
家
形
態
の
交
代
は
、
階
級
闘
争

ー
ー
し
か
も
、
た
だ
基
本
的
な
諸
階
級
だ
け
の
あ
い
だ
に
お
け
る
(
し
た

が
っ
て
、
封
建
制
度
の
ば
あ
い
に
は
、
農
民
層
と
封
建
領
主
主
の
あ
い
だ

に
お
け
る
〉
闘
争
!
!
の
直
採
の
結
阿
別
で
あ
る
。
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
封
定
的
構
成
体
で
あ
る
か
ぎ
り
、
国
家
形
態
が
交
代
す
る
過
程
は
、

と
の
図
式
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
す
な

第
八

f
二
巻

五
人

第
五
号

プ宍

わ
ち
、
農
民
層
と
封
建
領
主
と
の
あ
い
だ
に
お
け
る
階
扱
闘
争
は
、
そ
の

支
記
の
政
治
的
形
態
を
ま
す
ま
す
集
中
化
す
る
こ
と
へ
移
行
す
る
、
つ
ま

り
、
は
じ
め
は
身
分
的
-
代
議
制
的
君
主
制
へ
、
の
ち
に
は
絶
対
主
義
へ

移
行
す
る
の
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
こ
の
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
理
論
は
、
「
第
一

に
は
、
現
実
に
照
応
L
な
い

L
、
第
二
に
は
、
そ
れ
は
、
国
家
の
よ
う
な

上
部
構
造
の
能
動
的
な
役
割
を
過
小
一
評
側
ず
る
こ

E
m
Tり
出
先
し
て
い
る
。

ポ
ル
シ
ネ
フ
救
援
は
、
中
世
に
お
い
て
主
権
が
強
化
さ
れ
る
に
あ
た

っ
て
の
、
都
市
主
市
民
と
の
役
割
を
考
慮
せ
ず
、
ま
た
、
封
建
的
構
成
体

の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
け
る
階
級
析
造
は
、
資
本
主
義
的
枯
成
体
に

お
け
る
よ
ラ
に
は
単
純
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
、
封
建
的
構
成
体
の
発

展
過
程
に
お
け
る
こ
の
構
成
体
の
基
本
的
な
被
搾
取
階
級
の
比
重
は
、
増

大
せ
ず
に
減
少
し
、
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ち
が
っ
て
最
民
府
自
併
は
、

自
主
的
に
は
プ
ル
ジ
三
ア
革
命
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
す
べ
て
の
結
果
、
同
家
の
問
題
は
、
た
と
え
国
家
が
、
歴
史
の

あ
ゆ
み
主
封
建
的
構
成
体
の
発
展
と
に
お
い
て
た
え
ず
強
固
に
な
る
と
仮

定
し
て
も
、
ポ
ル
シ
ネ
フ
教
援
の
図
式
に
よ
る
よ
り
も
は
る
か
に
複
雑
で

あ
る
、
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
「
ほ
か
な
ら
ぬ
へ
・
Z

フ・

ポ
ル
ジ
ネ
フ
は
、
そ
の
著
書
『
ブ
ロ
ン
ド
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人

民
運
動
』
の
な
か
で
、
一
七
世
紀
の
ア
ラ
ン
九
に
お
け
る
人
民
蜂
起

l
l

主
と
L
て
、
農
民
酷
起
ー
ー
ー
の
主
要
な
原
因
は
、
租
税
に
よ
る
抑
正
の
強

化
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
立
証
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
絶
対
字

義
は
、
階
殻
闘
争
の
激
化
に
た
い
す
ゐ
返
答
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
逝



に
、
蜂
起
自
体
が
、
納
税
住
民
に
た
い
す
る
絶
対
主
義
の
庄
迫
に
よ
っ
て

ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
。
「
一
六

l
一
七
世
紀
の
東
司
一
]
ロ
ヲ
パ

で
は
、
農
民
義
務
の
い
ち
じ
る
し
い
悪
化
、
賦
役
主
農
奴
制
の
も
つ
主
も

重
い
形
態
へ
の
復
帰
、
一
言
で
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
再
版
農
奴
制
」
の

過
程
が
、
国
家
形
態
k
は
か
か
わ
り
な
し
に
、
や
は
り
発
生
し
た
ロ
と
こ

ろ
で
、
ベ
・
エ
ブ
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、

ζ

め
悪
化
、
お
よ

び
こ
れ
と
む
す
び
つ
い
た
、
階
級
闘
争
の
激
化
は
、
こ
の
ば
あ
い
、
絶
対

王
政
の
出
現
金
ひ
き
お
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、

国
家
と
し
て
の
プ
ラ
Y
デ
Y
ブ
ル
グ
、
プ
ロ
シ
プ
、
メ
グ
レ
ン
プ
ル
グ
、

ボ
ン
メ
ル
ン
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
は
、
中
央
集
権
国
家
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
完
全
に
崩
壊
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
円
プ
ス
プ
ル
グ
家
、
と
ト
ル

コ
と
の
あ
い
だ
に
分
割
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
奴
化
は
、
確
乎

L

と
し
て
す
す
み
、
国
家
1
1
1中
央
集
権
的
あ
る
い
は
非
中
央
集
権
的
な

ー
ー
は
、
事
実

k
で
は
、
た
ん
に
、
国
家
の
干
渉
主
は
か
か
わ
り
な
し
に

形
成
さ
れ
る
過
程
を
、
法
律
的
に
定
式
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
農
民
の
農
奴
化
の
法
律
的
な
定
式
他
は
、
甘
古
本
的
に
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
東
部
で
絶
対
主
義
が
形
成
さ
れ
る
時
期
の
こ
ろ
に
は
、
す
で

に
お
わ
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
「
地
方
等
族
会
」
(
ヲ
ン
ト

タ
l
ク
)
、
す
な
わ
ち
、
貴
族
層
の
直
接
的
な
権
力
の
事
業
で
あ
っ
て
、

こ
白
貴
族
層
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
東
部
で
は
、
と
れ
ら
の
身
分
的
代

議
制
機
関
に
お
い
て
全
一
的
に
支
配
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
形

成
さ
れ
た
絶
対
主
義
は
、
封
建
地
代
の
一
部
分
に
た
い
す
る
要
求
者
と
し

て
、
賦
役
の
規
模
を
調
整
し
土
う
と
さ
え
「
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
出

現
を
印
づ
付
、
農
民
の
庭
畑
地
を
縮
小
す
る
こ
と
を
京
然
に
ふ
せ
ご
う
之

乙
己
る
み
(
フ
ロ
シ
ア
に
お
け
る
出
P
C
R
d
m
n
F戸
官
官
官
官
官
σ広
島
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
問
。
ヴ

o
q
E
O
E
O〉
、
と
き
に
は
、
農
民
主
人
身
的

に
解
放
ー
ー
し
か
し
、
上
地
な
し
に

l
lし
さ
え
し
た
(
オ
ス

1
リ
ア

に
お
け
る
イ
オ
シ
フ
二
世
)

L

。

さ
ら
に
、
ス
カ
ス
キ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
の
研
究
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。
「
ソ
ピ
且
ト
の
歴
史
家
た
ち
は
、
こ
の
閏

の
歴
史
の
研
究
に
お
い
て
か
も
え
た
成
功
を
、
一
誇
り
、
と
し
て
も
さ
し
っ
か

え
な
い
で
あ
ろ
う
u

だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ュ

1
ド
ル
絶
対

主
義
の
本
性
に
か
ん
す
る
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
あ

い
か
わ
ら
ず
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。
チ
ュ

l
ド
ル
絶
対
主
義
出
現
の
条

件
と
し
て
ふ
つ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
り
は
‘
出
資
本
の
原
始
的
蓄
積
の
過
裂

が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
き
い
の
、
い
ろ
い
ろ
の
悲
惨
な
形

態
で
あ
る
。
し
か
し
、
」
の
よ
う
な
説
明
は
、
あ
き
ら
か
に
不
十
分
で
あ

る
。
グ
ェ
・
イ
レ

1
z
y
は
、
国
家
が
搾
取
階
級
と
い
っ
し
ょ
じ
な
勺

て
、
「
そ
の
力
を
発
揮
し
た
社
会
主
義
的
プ
ロ
レ
タ
り
ア
ト
と
民

主
主
義
的
農
民
と
に
た
い
し
て
、
き
ち
が
い
じ
み
た
反
革
命
闘
争
」
を
お

こ
な
う
が
、

L
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
「
絶
対
主
義
を
維
持
す
る
」
た
め

に
、
土
地
所
有
者
的
農
以
主
と
資
本
の
代
表
者
、
と
の
あ
い
だ
の
「
小
さ
な

反
目
」
を
利
却
す
る
ば
あ
い
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
事
情
か
強
調
し
た
。

ヴ
ェ
・
イ
レ

1
二

γ
に
あ
り
て
は
、
階
級
闘
争
の
諸
条
件
と
い
う
契
機

エ
ス
・

7

ス
カ
ス
キ
ン
「
西
ヨ

l

ロ
ザ
パ
に
お
吋
る
絶
対
主
義
の
問
題
」
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エス

-
T
・
ス
カ
ス
キ
ン
「
西
ヨ

1
ロ
ザ
ハ
に
お
叶
る
絶
対
主
義
の
問
題
」

が
、
政
府
の
絶
対
性
(
専
制
性
)
自
体
の
諸
条
件
か
ら
、
厳
密
に
区
別
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
チ

L
1
ド
ル
絶
対
主
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、

階
級
闘
争
の
諸
条
件
と
い
う
契
機
だ
け
を
引
用
す
る
ば
あ
い
に
は
、
こ
の

説
明
は
、
あ
き
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
~

最
後
に
、
ス
カ
ス
キ
ソ
は
、
一
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
専
制
主
義
は
、

「
絶
対
主
義
の
前
身
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
創
始
者

た
ち
が
ポ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
と
よ
ん
だ
、
専
制
の
変
種
と
し
て
考
察
し
な

、
、
、
.
‘
.
、
-
.
、
、
.
、
、
.

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

ι指
摘
L
、
つ
づ
い
て
、
絶
対
主
義
に
か
ん
す
る
一

、、.‘.‘
.
.
 、、.、.、

つ
の
あ
や
ま
っ
た
見
解
を
批
判
し
て
い
る
。
「
絶
対
主
義
は
あ
た
か
も
、

下
層
民
の
階
級
的
抵
抗
、
あ
る
い
は
、
ベ
エ
フ
・
ポ
ル
シ
ネ
フ
教
授
の

表
現
す
る
よ
う
に
、
「
下
か
ら
の
巨
大
な
圧
迫
」
の
強
化
に
た
い
す
る
返

答
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
絶
対
主
義
は
、

支
配
階
級
で
あ
る
封
建
領
主
の
も
っ
と
も
強
固
で
強
力
な
組
織
で
あ
る
、

と
考
売
ら
れ
て
い
る
」
。
じ
か
し
、
二
つ
の
階
級
の
均
衡
に
も
主
づ
〈
絶

対
王
政
白
独
自
性
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
は
る
か
以
前
に

H
い
て
さ
え
、

支
配
附
級
の
個
々
。
グ
ル
ー
プ
を
絶
刈
王
政
に
敵
対
さ
せ
う
る
よ
う
な
作

用
と
、
置
用
之
の
み
な
も
と
で
あ
る
。
「
「
宗
教
戦
争
」
と
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
ア
ロ

y
y
、
プ
ラ
Y
デ

yeフ
ル

r
(プ
ロ
シ
ア
)
に
お
け
る
ラ
ン
ト

議
会
で
町
長
期
の
反
対
は
、
こ
の
よ
う
な
反
対
の
実
例
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
.
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
直
接
的
な
権
力
形
踏
と
し
て
の
イ
ギ

リ
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
は
、
対
外
政
策
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
対
内
政

第
八
十
一
巻
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策
に
お
い
て
も
、
「
第
一
位
の
貴
族
」
で
あ
る
ル
イ
一
回
世
が
、
貴
族
層

の
利
益
を
ま
も
り
ぬ
い
た
よ
り
も
上
り
い
っ
そ
う
勢
力
的
に
、
ま
た
、
よ

り
い
っ
そ
う
決
意
を
し
め
し
て
、
向
分
の
階
級
の
利
鈍
を
ま
も
り
向
い
た

の
で
あ
る
」
。

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
月
カ
ス
キ
ン
の
「
絶
対
主
義
論
」
は
、
ボ
ル

シ
ネ
プ
の
「
絶
対
主
義
論
」
(
こ
れ
は
、
彼
の
「
階
級
闘
争
諭
」
だ
け
で

は
な
く
、
封
建
的
目
所
有
町
本
質
規
定
、
封
建
的
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法

則
を
め
「
る
討
論
を
つ
う
じ
て
み
う
け
ら
れ
る
、
彼
の
「
オ
ー
ル
封
建

派
的
な
」
理
論
体
系
全
体
と
か
た
く
む
す
び
つ
い
て
い
る
)
と
、
鋭
く
対

立
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
「
明
治
維
新
諭
」
が
再
検
討
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
現
在
、
ス
カ
ス
キ

γ
の
と
の
論
文
は
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
諸

労
作
(
『
封
建
社
会
の
基
本
法
則
』
、
所
収
)
と
と
も
に
、
と
く
に
方
法
論

の
点
で
、
わ
が
国
の
学
界
に
な
ん
ら
か
の
反
省
を
あ
た
え
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、
絶
対
井
義
白
独
自
性
の
問
題
を
、
国
家
の
本

質
の
問
題
と
き
り
は
な
し
て
考
察
し
て
は
い
け
な
い
し
(
「
均
衡
諭
」
)
、

立
た
、
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
よ
う
に
、
絶
対
主
義
の
本
質
論
だ
け
に
お
わ
っ
て

も
い
け
な
い
の
で
あ
る
(
「
封
建
反
動
論
」
)
。


